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宮
川

津山城郭之図

広報津山
広告募集中

　お問い合わせ―株式会社ホープ☎092-716-1404
広報津山で皆さんにＰＲしませんか？

広報クイズ＆ご意見募集 正解者の中から抽選で５人に当たる！

自然災害に備えよう「できていますか？心の備え！｣
市からのお知らせ
高齢者のコロナワクチン接種が始まります　ほか
まちかど写真館・おめでとう赤ちゃん

けいじばん
津山の歴史あらかると
　 「江戸時代の花火」
津山自慢　岩屋城跡（中北上）

花火を作っていたと考えられる櫓

４月号の正解 つやま（応募48人、正解46人）

記念品 

Ⓐあば温泉無料入浴券（５枚）
Ⓑ百々温泉めぐみ荘無料入浴券（５枚）
Ⓒ津山郷土博物館招待券（２枚）
Ⓓ津山洋学資料館無料招待券（２枚）
Ⓔ津山まなびの鉄道館無料入館券（２枚）
Ⓕベルフォーレ津山  映画鑑賞チケット（２枚）

令和３年６月18日㈮当日消印有効 

当選者の発表は、記念品の発送をもってかえさせて
いただきます。

問

　　　　　　応募方法 　　　　　 ①答え②氏名③郵便番号・住所④広報
　紙への感想・市政へのご意見⑤右のＡ～Ｆの記念
　品の中から１つを書いて、秘書広報室に送る

２ページの逃げ遅れが起きる原因は
◯◯◯◯と呼ばれる心理状態
◯に入るカタカナ４文字は？
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火
は
規
制
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
玉
火
・
り
う
星
・
火

上
」
な
ど
高
く
上
が
る
花
火
は
、
事
前
に
本
数
や
場
所
を
報

告
す
る
よ
う
通
達
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
宝
暦
頃
に
な
る
と
、
花
火
を
禁
止
す
る
御
触
を

出
し
た
よ
う
で
す
が
、
徹
底
さ
れ
な
か
っ
た
様
子
で
す
。
宝

暦
８
年
（
１
７
５
８
）
の
町
奉
行
日
記
に
は
、
禁
止
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
所
々
で
花
火
商
売
を
し
て
い
る
者

が
い
る
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
花
火
が
津
山
城
下
で
流
通
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
藩
が
特
別
に
「
御
用
」
と
し
て
作
る
花
火
も
あ

り
ま
し
た
。
寛
保
２
年
（
１
７
４
２
）
７
月
や
明
和
５
年

（
１
７
６
８
）
８
月
に
は
、
御
対
面
所
（
現
在
の
衆
楽
園
）

で
花
火
が
上
が
り
、
藩
主
を
始
め
家
臣
ら
が
鑑
賞
し
て
い
ま

す
。
明
和
５
年
の
と
き
に
は
、
花
火
担
当
と
な
っ
た
役
人
に
、

藩
で
備
蓄
し
て
い
る
火
薬
が
渡
さ
れ
、
花
火
を
作
る
場
所
と

し
て
宮
川
に
近
い
櫓や

ぐ
ら

が
貸
し
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
花
火

は
武
士
だ
け
で
は
な
く
、
御
対
面
所
周
辺
の
村
や
町
の
人
々

も
見
て
楽
し
ん
だ
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
花
火
を
楽
し
み
に
す
る
気

持
ち
は
、
現
在
の
わ
た
し
た

ち
に
も
通
じ
る
も
の
で
す
。

暑
い
夏
の
夜
、
以
前
と
同
じ

よ
う
に
花
火
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
日
を
楽
し
み
に
待
ち

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
夏
に
な
る
と
、
各
地
で
花
火
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。
諸
説

あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
花
火
は
、
火
薬
の
配
合
を
学
ん
だ
鉄

砲
伝
来
以
後
の
も
の
で
、
室
町
時
代
末
期
に
は
花
火
の
簡
単

な
製
造
・
打
ち
上
げ
の
技
術
が
知
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
（『
国
史
大
辞
典
』）。

　
観
賞
用
の
大
き
な
花
火
が
普
及
し
た
の
は
、
江
戸
時
代
で

し
た
。
花
火
は
人
々
の
慰
め
に
な
る
一
方
、
火
災
の
原
因
に

も
な
る
た
め
、
江
戸
で
は
花
火
を
規
制
す
る
御お

触ふ
れ

書が
き

が
何
度

も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
津
山
の
花
火
は
、
森
家
が
藩
主
だ
っ
た
頃
か
ら
行
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
が
、
資
料
が
少
な
く
、
今
の
と
こ
ろ
詳
細
は

分
か
り
ま
せ
ん
。
藩
主
が
松
平
家
と
な
っ
て
以
降
は
、
花
火

の
記
述
が
藩
の
日
記
な
ど
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
記

な
ど
か
ら
、
宝
永
の
終
わ
り
か
ら
享
保
の
初
め
頃
（
１
７
０

９
年
頃
～
１
７
１
８
年
頃
）
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
大

人
も
子
ど
も
も
花
火
を
楽
し
ん
で
お
り
、
夏
だ
け
で
な
く
、

秋
に
入
っ
て
も
花
火
が

見
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　
藩
は
、
花
火
自
体
を

禁
止
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
家
の
近
く
や

津
山
城
近
辺
の
木
が
茂

っ
て
い
る
場
所
で
の
花

問
津
山
郷
土
博
物
館
（
山
下
）

☎
22
－
４
５
６
７

江
戸
時
代
の
花
火

津山納涼ごんごまつりの花火


